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４
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７
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篭
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＃
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ｃ
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Ａ
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７
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泳
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ｉ
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刊
輩
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鐡
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Ａ
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萱
．
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７
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⑦
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Ｉ
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叱
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ｌ
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ｒ
３
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７
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搬
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～
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ｒ
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－
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ｂ
伽
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叩
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叙
膿
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ｆ
６
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；
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＃
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叩
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．
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叩
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狼
の
蹟
・
杁
即
鮮

紙
樋
十
３
り
と
～
も
１
１
１
亀

＆
ふ
う
み
れ
と
の
心
似
い
戸
塞
州

今
卜
を
ｆ
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Ｊ
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仇
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４
９
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｜
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４
違
款
町
撰
祇
る
ず
凡

右
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司
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ｌ
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憾
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叩
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ｆ
Ａ
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叺
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４

叺
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＄
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〆
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ｆ
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叩
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収
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摸
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Ａ
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叫
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Ｊ
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～
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２
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Ａ
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史
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催
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催
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淵
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句
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／
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４
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潰
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仏
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ｌ
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．
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台
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｜
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Ｚ
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４
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↓
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叺
７
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４
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珂
農
両
㈱
少
咽
角
ら
八

わ
と
恥
く
ゐ
や
ｊ
分
郡
山
が

届
ぬ
Ｉ
恥
雲
一
・
公
釘
ル
〕
〃
勺
令
「

唐
の
書
γ
８
猟
恥
砿
、
″
吟
や
１
て

い
ｉ
ｌ
ｌ
貿
典
雷
り
山
通

め
イ
ハ
乱
気
笈
な
小
波
Ｉ
砿
訓
掴

何
や
～
艇
く
て
姥
や
う
あ
補

加
國
の
桂
催
仇
久
Ｉ
蛆
‐
し
わ

聿
就
勘
～
て
茎
の
や
ｆ
ｊ
叺

と
＃
て
ふ
ゑ
滝
。
の
伎
岼
ら
１
大
農

一
皮
の
ち
ゞ
３
４
砿
為
伐
け
き
も
蓬

ね
隅
入
駐
Ｚ
人
と
叉
五
打
滝
亀

生
て
沈
み
の
水
よ
帆
う
息
風

盈
う
ど
ち
あ
れ
ぬ
識
墓
に
歌
拠
良

２
４
１
の
艤
戒
か
り
入
山
寺
淵

奮
叙
景
例
潅
や
皇
～
塔
妨
え
て
・
白

抵
の
吟
’
ら
れ
剛
も
匂
叺
靭
豊
頃

主
で
冥
催
鼠
窓
鳥
育
巧
腕
畦
整

一
言
河
。
恐
の
一
う
久
城
倉
７
入
齋

熱
ノ
ー
と
軍
次
き
り
う
耀
帝
旅
嵐
震

夛
か
う
～
の
〃
同
飛
を
ぬ
る
風

』
俵
羅
７
Ｒ
現
の
爪
鐙
猟
ｚ
Ａ
ｉ
甫

姫
；
き
ど
り
ノ
ー
牡
冊
禽
Ⅷ
１
日

、
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二
一
日
日
脚
Ｂ
記

潅
弛
》
う
ぉ
か
夕

憧
そ
だ
ち
に
Ｉ

Ｌ
ぬ
か
々
く

玄
応
や
脇
差
う
ふ
ｋ
ら
の
奇

い
と
み
る
小
間
の
氷

哉
菫
驫

准
み

肌
ぼ
ふ
ｎ
４
ｘ
急
’
よ
ｂ
ろ
ク
缶
ｔ

蕊
埋
素
堂

』
八

や
金
蝿

煮
吟

●

一
一

合
歓
醒
島
上
、

Ｐ

少

・
ン
づ

，
浸
代
見

金
氣
一

食ル〔
ノ） 、
了

すり鐸舟
艶鈎‘い

旬〃け ‐,I

すり鐸
艶い

け -||

箕
面
の
伽
心
や
み
と
燃
脅
ん

猛
刷
り
ｅ
須
の
耐
￥
Ｗ
小
腸
Ｌ

２

叩
化
１
日
Ｎ
半
本
山
函
、

蔭
術
於
股
く
充
？
１
ム
叺
寸

、
ｌ

、
胴
ト
ー
舵
此
潜
‐

ｊ
ろ

Ａ
ろ
う
～
ぬ
目
り

れ
と
の
ひ
群
‐
４

ヌ
、
ム
ｒ
～
毫
沌
人
く
も
の
嶮
乙
人
参
７
つ

も

ダ 1日 口
の
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嘩騨今

、

PC
』■

一

睡＊
、

堂
力
の
か
の
〃
泥
と
あ
今
争
響
を

水
呼
久
〆
と
く
や
１
６
兎
あ
の
劣
沌

入
力
穿
人
化
縦
考
塗
《
ぞ

靴
本
の
曽
元
＆
笙
遊
あ
や
ｔ
ろ

山
寺
甚
這
９
０
机
の
；
齢
ベ
ィ
、

Ｐ
申
．
↑
』
一
今
〃
〃
口
帥
〃
〃

総
売
家
や
と
燗
鐘
う
↓

仲
Ｉ
参
侭
可
ノ
ー
膠
ｉ
弊
鞠
芯
竜

庖
蛇
蜘
蝶
の
値
を
瞼
獄
寸

縞
藤
戒
抵
の
加
入
ｆ
ち
ふ
屯

乱
永
」
ｌ
深
斌
典
を
Ｔ
は
Ｉ

褐 其
袋

齢

風
姶
猴
早
鈍
、

；
～
机
フ
黍
の
葦
巧
執
独
乏
堂

向
で
丈
ｊ
為
ツ
ｖ
営
昼
の
Ｌ
〃
が
ｙ
乳
〃
望

〃
Ｉ
や
〆

霧
譲
顔
執
蝉

堂

ふ
§
昌
侭
〃
処

雲
，
浦
貝
溌
島

潅

鵬
‐
～
人
ゑ
て
才
、
族
か
“
３
ｔ
欄
学

；
ｒ
れ
ぬ
蝋
の
徽
斌
と
脱
怪
Ｌ
漢

山
‐
状
山
手
地

営

門
ｌ
番
門
／
小
夫
、

隼
鎚
須
一
水
鉢

撞
一

や
ね
１
《
ら
０
Ｋ
ノ
く
側
ろ
を
Ｌ
や
ム
リ
堂

愚
奥
や
久
江
加
臓
の
ふ
霞
食
ま
」
ｆ
と
蓬

髭
径
焼
蛙
犠

堂

↑
沁
泳
中
努

b

冬

画

蔵
や
う
Ｉ
フ
ぷ
茎
ノ
の
傘
惣
孤
“
ノ
、

卜 の
洲
圭
賦
印
も
る
劫
日
う
期

夕
チ
ロ
ヘ

日
一
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佃
薫
淀
祁
会
の
〃
迭
奇
１
貴
荷

何
ｌ
ｂ
筑
父
Ｊ
血
垂
１
１
逢

捧
の
た
ぢ
の
宗
帆
偲
掻
く
露

倣
つ
き
悔
い
ｌ
上
換
の
渡
ぅ
，
合
悔

み
、
此
く
の
か
の
う
焔
や
七
ぬ
念
遼

室
１
巻
Ｙ
ｌ
通
い
身
恥
Ｉ
応
豊

ゞ
珠
４
浸
出
の
洞
２
ょ
孔
ｆ
う

４
１
銅
Ｉ
豚
２
小
隊
塗
驚
噌

祁
か
も
藍
胴
も
人
と
ｌ
疋
雌
為

！
献
震
ゼ
ー
あ
‐
上
ｉ
ｆ
望
ハ

ム
ｆ
～
〃
に
鵬
崎
の
今
欣
瓜
も
Ｉ
ふ
う
ィ
Ｉ
Ｊ

Ｉ

．
４

参
０
１
烏
一
堤
了
ら
と
＄
恥
〃
の
洞
Ｚ
許

：
喰
２
ィ
さ
少
７
、
唾
ｊ
、
ぅ

蚕
室
ｊ
方
よ
膠
。
の
ｌ
夏
鬘
淨

寡
Ｉ
の
苧
臨
審
寳
。
ま
く
や
奴

内
誉
、
』
？
ご
可
診
腔
常
，
敬
良

ｋ
Ｘ
壱
《
ぽ
き
Ｔ

脇
阿
の
や
サ
士
泌
や
も
こ
刷
批
拍
八

は
川
へ
倉
へ
の
序
‐

ず

柔
官
別
室
の
救
汰
皿
守

壌
や

治
灯
と
や
し
窓
す
ゑ
品
僻
お
鋤
４

両
よ
愚
℃
竹
左
曳
了
お
り
γ
肌
雷
良

浄
；
埴
：
入
職
や
２
か
豆
〃
夕
今
か

角
匙
》
》
‐
‐
，
、
‐
感
，
ノ
》
’
』
ｌ
詞
』
一

可
・
■
■
■

蕾
柵

『
』
■

年

》
ｍ
い
ち
農
辱
』
Ｄ
琴
今
４
Ｊ
当
１
つ
匡
領
州
邸
独
侭

９

鯵
夢
今
ｆ
ご
ノ
陶
斗
流

そ、

§
向

､

性
ハ
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ヶ鍔
え
ど
め
‘

州
含
ノ
て
率
、
す
：

息

逗

』
認
卓↑

｛
『
守
ロ
ロ

ｑ
、
■

、

陶
司

句叱
捌
約
１
旧
州
帥
詞
加
川
淋
唖
州
剛
露
焔

‐
一
脇
苫
阜
も
忽
入
恥
や
う
の
み
〃
芭
養

厚
ｔ

や

出
曜
１
刈
切
の
永
象
：
尻
て
も
蓬

０

談
老
畦
暁
ら
’
零
川
泉
請

篝
綜
？
り
て
欠
価
う
え
竣
鬚
擁
蒋

ふ
ろ
§
ぬ
童
に
抜
淑
く
れ
治
凋

余
千
の
俺
祇
玄
く
咋
肉
頓
？
散
墨

考
《
～
か
皇
ｌ
鋒
Ｉ
山
の
侭
溌
宥

易
き
且
乢
時
弧
皐
Ｉ
も
瀧
掛
姫
街

Ｊ

身
ど
て
１
１
ロ
ー
ノ
の
塞
撞
リ
た
る
泊
蓬

稚
雌
や
３
－
つ
す
う
と
ふ
笹
ｉ
冒
慰
ｆ

Ｘ
ノ
ー
；
饗
せ
ず
零
亨
、
極
秘
う
れ

方
備

魅
彌
１
う
も
隅
穂
ｒ
迩
愈
や
，
豊
冠

渉
夕
に
日
も
縦
ｖ
承
鬼
や
く
毒
血

鬼
年
や
８
の
、
１
？
，
吸
篭
ｔ
論

肋
湾
向
崎

襄
臥
塞
人
代
参
〃
て
い
と
友
経

、

一､

I

希
の

f其
h if，喪今

ツ ﾌﾐ

ｰ母上
血

琴七

m o

は、
｡

↑中
学

④

今

嘉
只
に
才
青
初
も
う
へ
Ｖ
ら
熟
ザ
ｚ
共
用

蹟
い
や
皇
よ
翰
堰
１
札
て

諦
小
入
叫
ち
』
Ｔ
ノ
９
の
笈
具
謝
い
れ
し

豹
到
紺
ｔ
母
寺
ぞ
さ
霜
と
す
貸
手
１
邸

●
碓
七
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弓

己

圭
呵
ゞ
・
技
を
Ｊ
呵
人
凡
参
や
色
建

伺
崎
く
＃
″
皇
曜
人
，
…
ｔ
の
峰
権
益

塞
弧
庇
う
ふ
と
蕊
渦
１
７
６
其
魚

添
景
て
Ａ
１
ｊ
主
宮
重
－
の
亀
墓
何

畢
鰻
過
い
う
入
凸
喰
の
姥
・
猫
滝

伝
憾
瞭
や
淳
ら
の
峡
鼻
畠
堯
露
治

鴬
う
向
尽
さ
灰
，
壱
鴨
Ｉ
ろ
過
潅

猶
の
童
奴
裁
久
集
喜
篶
縫
，
芭
凛

…
乱
仰
も
吃
蔑
柧
さ
う
っ
き
鼈
胸

〃

・
・
”
診
鳴
ご
今
ｆ
Ｊ

藻
勺
猫

一
軸
の
倣
え
の
連
弦
凝
入
皇

皇
減
舩
ぬ
で
皇
菰
の
微
圦

渥
四
、
瓜
ソ
２
列
脆
副
Ｕ
Ａ
Ｉ
人
面
刀
？
よ

職
小
剛
も
え
鼠
ｌ
雌
と
の
誉
１
甑
Ｌ

幸
へ
ほ
ぷ
属

み
》
と
，
Ｉ
蝿
州
の
夙
乎
勺
肪
１
鰯
猟
爵
鰐

を
ｑ
も
岨
く
他

瓜
の
着
な
～
総
愈
鮮
Ⅸ

湖
叩
～
ｈ
ノ
篭
胤
雫
勤
娠
猟
必
湘
ム

；
～

ィ
心
畝

V

天た
る
劣
位
の
電
一
《
令斗

の
ひ
、
１
１
１
碓
吟
、
麺
ノ
、

ｑ
ｈ
Ｌ

心
う
１
人
ワ
ん
遼
蹴
滝
も

Ｊ
と
ｔ
Ｌ
」
ワ
ヘ
画
令
剴
必
つ

罐
潅
せ
ず

の
舞
皇
黍

収
『

－
１
争

の
ゆ
俗
厩
随
吟
７
、

の
‐
捗
徹
や

脈
お
ゃ

拳
？
妙
一

I

燭
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王
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－戸錘、

､詮裂一

涜
隆
の
｝
茎
に
う
了
た
る
洞

夙
貿
い
る
ｕ
ノ
ー
勿
雄
ふ
３
』
て

駄
人
）
失
人
の
掻
崎

砂
入
の
聯
べ
拭
い
劉
啼
上
へ

源
ね
琵
放
蝉
の
力
く
て
ゑ

僻
の
漉
溌
ｇ
沈
め
楓
植
噌
今
§

で
虹
し
入
仇
の
え
⑲
ろ
あ
湫
紙悶

世
の
と
１
斌
咽
垂
重
、
（
内
、
い
ば
る
葱
の
河

豚
、
う
か
ｌ
ｒ
う
の
為
癌
意
１
入
兇

冗
乞
～
人

で
攻
城
ら
ｉ
』
７
～

一
弩
尾
孵
の
争
磁
の

二
凌
Ｌ
ｆ
１
ｊ
の
腿
ム
ー
ー
者１

－
を
瓜
連
欲
賦
↓
く
む
筈
陸

私
、
ｘ
ム
ー
ノ
な
ふ
ろ
Ｉ
の
鴻
価
Ｉ

価
螂

称
亘
弘
ハ
ノ
５
い
つ
ｆ
毯
舎
〆
，
耐

ぬ
画

勺
櫛
引

塁
ろ
う
畢
弍
偽
と
ら
宜
室
手
傷
滝

一
鯛
？
１
基
、
千
〃
：
一
鋒

花
珍
童
よ
っ
も
く
龍
の
み
慨
肌
工

甲
守
の
通
の
通
ク
ム
ム
ッ
‐
ｌ

ム
好
佃
く
己
ら
賜
守
・
Ｉ
血
と
島

飛
仇
あ
う
；
ｎ
の
牡
Ｉ
共

暴
風
ら
、
永
準
縄
と
と
崎
を
松
④
音

為
入
ｎ
足
官
’
零
竈
の
き
せ
錦
‐

協
百
の
儲
奉
の
い
７
、
つ
う
一
妃
に

苗

代
４
ｔ
②

、
う
け
偽
肌
か
，
～
腔
岡
、
の

み
に

●
伐
叩
の
伽
の

。
勺

悶
多
偽
ク
参
う
垂

？
《
捲
篭

ゑ
＆
て

》
フ
ク
〃
、

私
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｌ

ｊ

風 に
‐
ト
ヲ
ム
ｊ
匂
‐
～

の
発
柵
八

ｌ
》
約
詮
笥
云
近

菱
璽捷千種浪子霊亀子獲藷凄霊
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亀

一
℃
画

ゞ
》
］一

言
』
鰭
虚
柔

・
十
Ｎ
土
司
倦
み
脅

弦
人
と
叙
ｚ
ｌ
ｒ
え
Ｉ
／
吋
賭
為

Ｔ
ｌ
』
吟
‐
人
難
献
潟
ｌ
北
’
て

鶏
幾
の
，
７
§
ゑ
ぜ
貫
汚
剣
に

瀬
椒
吟
た
も
当
濫
の
髭

か
け
？
く
菫
芝
等
祷
防
ふ
う

諮
ら
’
ム
ラ
孟
洵
限
誌
ｒ
皐

茎
カ
キ

昨
Ｉ
の
承
員
エ
ー
假
肌
癌
’
八
ｒ
と

蕊
で
’
１
１
元
牢
ラ
ー
癖
艇

洗
‐
櫃
や
茨
も
４
に
い
く
紀
鱸
良
心

Ｌ
‘
し農
１
号
急
ｌ
れ
三
塁
狗

煽
料
の
ｚ
と
に
２
〉
Ｙ
～
ら
泌
旦
の
晩
ら
ぶ
ゐ
て

弁
ｌ
々
の
壷
を
塊
ろ
慨
く
’
○

勺
術
玲

沙
も
〃
上
潅
う
り
と
参
恵
庭
拳
台

麦
地
の
入
俺
斌
展
ぐ
え

暑
小

ね

仇
、
Ａ
そ
れ
た
る
鴎
縦
尚
ゼ
モ

獺
響
月
撰
今
Ｊ
拠
峰
凧
の
ム
匁
呵

潴
些
フ
ー
ニ
字
叺
か
翰
人
ｊ
人
為
史
の
エ
ア

重
尻
攪
国
ｔ
０
４
風

↑
恥

縫
で
芝
』
奥
祭
る
軽
豫
寧
り
て

|‘

擬
↑
一
？
う
Ｇ
紙
１
１
…
人
零
台

へ
揚
尭
の
土
慨
１
苔
風
笠
読
人
猿

強

吟
芳

。

ｚ
ｊ
派
を
詞
や
。
等
シ
』
＆
や
Ｚ
没
’
，
箕
角

う
ぬ
Ｉ
為
疋
舛
ご
ろ
寝
雁

つ

、
ｒ
『

嵐
喧

灼

甲
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一
や
跨鑑

〆

禧幸

一
へ
惇

辿

鐸
伐
る
独
氏
Ｉ
今
，
１
早
臓
刈

浮
愚
一
画
Ｊ
の
こ
る
花
れ

庭
塾
ヲ
～
ぬ
唾
雁
さ
均
令
砺
町
紙
刻

汽
灯
１
．
や
ふ
ろ
人
向
戯
の
篭
人

李
ら
》
ざ
’
一
く
匂
い
Ｊ
・
恥
か
つ
７
４

末
，
ｕ
γ
し
ぬ
２
１
＄
穂
・
肌
人
侃
倶

途
昨
ふ
た
て
る
車
唾
驫
選
工

I

、
●
や
吟
刑
‐
葛
〃
）
、
〃
１
、

少
０
１
６

葹
つ
ゑ
訓
久
息
の

、
差
〃
く
う
う
ぐ

癩
掴
侭
の
露
毎
吋

苑萱
械の

●

又ぬ
け‘の

擢吻
rt3，

重人′
ゞ ＞、

12
可

抓
＆

境I

｛
家％

イヒ
わ

乏

一ｊ人泥＆懐うぅ将６ゞ二
ｄ・

皇借
く
る
恥
Ｉ
く
豚
辱
ダ
爪

叔
風

凸

司
唾
汀
丁
リ

ｐ

Ｊ

２
命
１
１
１
久
霞
匁
参
坪
や
』
噂
て
靖

巳

博
ｎ
１
Ｉ
ｊ
舵
呼
翰
彌
も
ｌ
へ
．
る
室田″も 風

昨
‐
敗

裟
今
の
去
り
り
面
陶
托
叩
人
を
く
み

幟
い
っ
き
１
℃
食
い
天
王

舟
眺
め
イ
入
王

陣
ワ
Ｏ
こ
ろ
写
」
畑
職
歴

み
わ
卜
蝋
昨
刈
士
ｑ
砿
た
み
４
』
冊

薑
咋
や
塁
ふ
む
悩
啄
同
仮
ｌ
岬
北

小
炳
、
ご
い
－
Ｉ
』
、
ご
苓
鎚
っ
。
岬
尤

拳
入
ｎ
戸
も
島
祇
間
債
媛
皇
八

0

Ｊ
説
当
て
ノ
向
Ｙ
子
て
・
代
人
鱒
，
Ｌ
く
く

『
Ｊ
ｊ
ｊ
ｌ

Ａ
ｆ
溢
れ
６
へ
塊
１
馨
人
癖

崎
孑
員
一
丁
帽
の
友
賦
い
て
へ
つ
も

●

、
？
マ
マ
届
拭
う
っ
謬
貧
捗
白

航
X

j［
漁
可
の
迄
由

１

池
に
従
ず
れ
１
Ａ
殖

今
一
一
γ
４
ワ
ノ
ー
ー
‐
、
，
／
い
た
《
与
冬

ｌ
ｂ
１
↑
の
賞
守
捷

０
戸

命
仮
ｆ
彪
嶋
ｔ
准
ｗ
ｒ
症

”
・
丁
咽

食
ふ
う
会
重
土
戸

の
か
り
に
入
水

を
ｊ
Ｉ
ふ
う

峰化難風 鯛之'窒之癒
二

函
十
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、
剴
凹
呵
１
．
Ｊ
伊

・
４
二
イ
ガ
く

ぎ
？
、
く
ふ
１
１
１
１
？
丑
・
っ
蕊

や
』
面
到
ｖ
０
Ｉ
，
印
ｖ
ｏ

も

伊
可
●
ｑ

ｏ
ｔ
４
２
Ｉ
さ
ヲ
跡
の
仏
土
，
１
い
足

卦
１
１
く
弧
匹
く
っ
し
詐
刷
一
職
勿
奮

髭
分
胤
蔚
壁
の
み
守
碗
必
当
地
、
猿

〃

０
列
蝿
４
推
、
蚤
で
な
の
。
晶
蓄
Ｉ
風

ｈ

ｒ

－－

Ｉ
仏
伸

晏
撤
諏
猿
て
扇
即
さ
‐
呼
一
唾
や
傘
暑
胤
妬

ふ
‐
奮
出
ｉ
７
～
く
い
脇
の
胸
Ⅳ
童
一
》

小
松
ふ
必
と
れ
ｒ
ノ
ー
帆
批
い
う
て
ん
足

旛
咽
孔
蚤
』
む
れ
ハ
ュ
〃
ｒ
艇
１
の
凡
葬
九

町
Ⅲ
憐
予
ｊ
瀞
恥
魁
の
皐
懇
苫
考
沸
沁
寮
信

併
隅
恥
ふ
く
れ
て
斗
恥
を
く
む
Ｉ
ｊ
白
笑

み
９
勺
こ
つ
及
哺
の
島
咽
喰
１
重
辰

・
脇
鳳
の
ム
ト
の
勿
属
１
１
力
１
皇
信

妬
§
う
り
丸
浪
も
陥
さ
僅
之
工
芙

・
４
二
イ
ガ
§

漉
雌
い
く
．
Ｌ
１
Ｉ
Ｉ
．
？
丑
・
っ
蕪

〃
卜
！
ず
う
～
１
．
タ
吋
の
忠
１
丁
１
い
足

瞳
３
」
窪
や
号
屍
寓
凌
燈
余
人
水

準
代
入
勘
て
悔
養
す
〃
『
人
、
、
耀
堂

為
肱
き
同
う
～
⑪
苑
の
ふ
司
噌
・
画

土
戸
土
で
７
れ
だ
４
１
う
誠
出
も
ｐ
之

一
両
妾
喝
双

一
一

％
こ
』
｝
」
４
０
獄
ゐ
ふ
う
念
ト
ク

養

狐

１
も
戦

、

奄
碓
か
溥
輩
書
亭
ａ
や
ト
シ
“
い

や
吃
４
３
千
斑
協
誕
の
鼠
払
拭
へ
２
２

１
』
称
）
し
た
中
藝
俊
～
だ
久
耶
；
て

I

平
→

ー

1
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V

LI

ム
ー
善
曜
と
記
て
洞
防
？
け
１
し
足

車
イ
蝿
う
・
う
の
悪
荊
か
ｈ
ろ
Ｉ
ゑ
噛
氷
風

雷
小
心
４
画
凋
砺
化
脱
ｆ
沙
・
掻
蓮

Ｐ
ｉ
っ
零
６
の
み
ざ
液
そ
く
籾
聯
圃
毫

ゞ
愚
。
う
肌
風
窓
４
Ａ
称
ゐ
向
う
ひ
風

悪
心
く
乙
肌
鞆
．
よ
～
芦
溌
謬
く
さ
か
う
ん
信

庶
誤
豚
儀
Ｉ
泉
の
弛
匂
芯
足

圭
郡
日
の
脚
萢
物
‐
ご
必
貞
て
ふ
泡
く
風

僚
至
《
永
の
生
ず
川
↓
稔
辰

苧
キ
ロ
ト

稼
子
小
噸
か
，
５
兆
６
ヵ
吋
脇
み
蕊

鬘
溌
為
人
例
ｊ
毫
傘
人
の
‐
誕
笑

控
／
“
對
凋
よ
瓠
咋
唾
減
脇
の
吟
通
唇
足

愈
閥
托
零
１
０
１
、
罰
瀧
い
く
芝

稲
芳
欠
７
ｊ
臭
館
豊
用
ら
～
仇
痕

、

喝
↓
７
人
可
う
描
唾
Ｚ
農
を
墾
隅
、
知
足

際
噌
の
７
皇
孜
〉
』
ヤ
入
万
偽
琳
海
？
）
紫
含

塁
の
夕
触
と
の
鞍
＆
珍
呵
死
凡
§
非
風

一
、
呼
公
の
ァ
で
鳥
母
カ
イ
ー
脇
Ｋ
川
上
乱
重
辰

』
刺
、
今
と
あ
て
河
野
』
Ｊ
〃
い
、
全
る
言

士
ｒ
Ｊ
出
て
亀
序
Ｉ
心
俶
吟
ｉ
う
飢
足

孔
７
Ａ
・
礼
、
み
て
・
喜
喝
さ
》
葛
？
、
信

惣
向
の
ｌ
ろ
了
帆
う
～
報
ぴ
い
・
ど
風

方
叩
彌
低
’
六
４
瓶
胤
へ
の
幡
養

た
う
〃
偲
入
甲
賊
ク
け
て
、
戦
の
乢
笑

み
Ｙ
了
う
幼
も
う
み
子
峰
の
花
脊
風

を
砲
州
ろ
一
曲
油
』
た
の
ゐ
ｊ
ｎ
ｌ
、
足

承
ぶ
ち
，
‐
な
、
，
ｆ
杉
の
攪
描
信

噌
へ
塚
勉
及
鼻
２
拍
の
儲
欣
ｆ
済
？
１
旗甲

唾、

L

L

Lー－
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《
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綴
と
呵
う
Ｉ
鍾
喫
の
星
を
副
力
糞

隅
ｌ
ｊ
３
擢
践
を
ひ
次
毫
り
挫
禁

禰
杢
１
１
曲
の
吃
：
ろ
え
麓

右
釉
１
ｍ
‐
～
う
生
な
６
麦
ｉ
そ
兼

お
＃
人
声
や
鞍
§
弓
？
～
人
達

九
筋
』
猶
ゑ
い
呵
私
の
胤
紫

、
寅
も
～
Ｉ
録
？
曇
圭
３
１
″
蓑

仇
斗
平
妥
次
自
身
４
１
万
む
あ
’
叢

侵
馳
マ
サ
と
て
入
ｒ
を
さ
り
摩
撞

険
腺
の
奇
（
も
の
ゑ
（
な
～
血
禁

た
射
彪
承
、
執
受
馴
う
崎
い
’
も
蕊

殉
ゞ
零
尺
ム
ー
血
て
侭
ろ
絃
啄
撰
、

も
う
ノ
く
‐
手
ら
姫
威
・
柔
》
り
げ
景

水
煽
る
一
唖
の
灯
晶
島
１
あ
て
葦

肌按湫斌
も

泉嬉
ユ．

一

驚 "
そ 斑て 1も
鷺 I八 ’石 ろ｜ア夢

か A，胆 魚皇℃

＄、 の7

急黒 弓予学

rt_尹

紫の一1

う

参で馴
奪 、 護

． 、

q

お
月
く
型

牡
ｌ
嘆
議
し
れ
の
ぐ
ゑ
！
、
Ｉ
ャ
？
久
胤

底
や
へ
の

怖
筆

７
ｈ
１
、
の
脚
Ｉ
、
４
泌
庇
を
か
り
？
《

、

図シ
凌
圭
睦
荏
も
病
Ｉ
｜
宮
の
誌

霞
の
屍

奄
廼
円
の
麸

と
呉
謂
と 陽

屋
園
ｆ
７
畔
懇
私
↑
り
さ

か
了
？
吟
批

の
ｋ
』
む
き
」
ゐ

茎 昨
吹
擬
う
７

イ
ニ
さ
匂
も

亥
協
７
凧
や

均
’
～
う
伝
１
１
吟
」

、

の
鬼
蔦
噌
惇

八
八
謹
墨

う
ぅ
ｆ
へ

も
て
で一 笑

童
｜

L
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P

千
も
桝国

Ａ
ｒ
ｊ
と
尾
１
１
７
１
ヶ
今
，
毎
ゆ
が
Ｔ
Ｉ
Ｉ

独
り
筋
舟
払
を
丸
亨
ノ
て

罐
俺
や
青
２
の
童
そ
げ
孔
え

、

述

汎
さ
い
う
，
１
Ｋ
孤
呈
の
崎

江
を
ぬ
く
力
弐
ゑ
う
３
周
ｌ
随

い
ほ
う
島
帽
み
の
取
ら
～
，
肌

麦
の
族
馴
鉱
う
句
γ
う
禁

ｂ

‐
・
・
偉
昌
侭
土
』
雌
：
痴
呵
の
偽
の
泉
イ
ｔ
・
淘
習

の
は
７
１
必
て
↑
一
筆
６
鵡
超
ｈ
翁
（
ず
ゞ
，

Ｌ

、
零
ミ
ワ
ミ
ラ
吋
一
に
う
れ
Ｉ
戦
ぎ
・
崎

８

Ｌ
・
荘
愁
‐
ｏ
良
偽
、
う
て
的
‐
，

、

４

〕
ダ
れ
胸
７
Ｊ
と
喝
れ
§
よ
ギ
血
塩
偽
の
病

戸
、

〕

i

q

I

■
加
泌
つ
げ

写
？
ろ
の
氷
ふ
Ｉ
ｌ
６
ふ
く
～

Ａ
払
圏

あ
ｒ
Ｆ
Ｌ
ふ
ゑ
つ
ひ
射
吋
妙
族
禁

ｙ
ラ
竹
鬘
山
我
友
ラ
鳥
で
衆
重
り
蓮

淘
窓
彌
挙
～
人
身
こ
そ
セ
ツ
入
紮

蕊
、
了
人
て
狸
積
血
を
鼠
可
笠
童

鯵
蕊
；
ご
星
の
う
ム
れ
ゐ
ｌ
り
れ
禁

お
わ
）
胸
む
ね
．
』
↓
州
１
３
愈
協
そ
煮

縣
の
蓋
‐
駒
圭
司
ｊ
目
な
ら
上
〃
紫

あ
さ
山
の
侠
猪
獄
燈
畠
Ｖ
ｒ
謹

直
字
も
孤
訓
ふ
ろ
萱
禁

侵
婆
ま
う
吋
駒
っ
ｔ
ひ
臭
蕾
Ｌ
垂

迩
倣
γ
へ
斗
誕
丁
γ
‐
五
机
、
脇
仮
多
７
１
ノ
、

ま
製
享
に
姐
饗
訟
心
必
寸
均
の
苛
篭

水
捕
の
耐
る
禍
斗
１
．
２
才
髭
、

勘
秘
め
群
ょ
易
１
尾
え
さ
児
て
蓮

唾
拳
，
ユ
ハ

可
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一

〆

I

＄
攻
の
浪
副
よ
鉱
う
勺
γ
う

黍

も

ｂ

偉
良
を
蝋
両
南
の
偽
の
黒
４
ｔ
噺
ウ

グ
ｂ

の
け
７
－
め
て
、
』
４
６
酷
Ｉ
い
、
瓜
似
．

■

Ｉ
Ｉ

ｒ

空
溌
人
斗
記
す
γ
‐
｝

汎、 蹟
さ 櫃

やし、

}”：ー

獄，
蓄呈
婆の

農
え鰯、

千
も
洲罰

Ｐ
碗
ノ
ー
〃
尹
Ｌ
痔
一
硫
刈

拭
矛
Ｚ
ら
の
氷
ふ
Ｉ
、
４
６

選
仁
壁
一
コ
ｊ
ｌ
ｆ
ｌ
７

擬
曝
塞
幣
為
亨
Ｌ
か
臭
讃
て

背
７
れ
画
７
１
ｔ
晴
れ
§
よ
才
し
壇
農
の
病

戸
、

』
覇
具
ワ
…
う
け
子
玖
崎
ｊ
宵
こ
崎

箭
製
守
弘
に
ぬ

永
瀬
の

勘
綱
、
の

兎
、
、
貌
愁
・
豊
展
１
ｔ
“
‐

。

写

能、砿
も
み

●

緯玲 ａ
０
ろ

Ｉ
岩

～
Ａ
を
当
７
毛

肌
唐
鍬
の
恥
寸
均
の

渦
斗
Ｊ
今
う
み
牝
、

別
易
Ｉ
侭
屍
２
児
て
蓮

姥
狐
洞
陥
仮

Ｐ
１
１
ヶ
今
，
あ
が
Ｔ
Ｉ
Ｉ

ふ
弓
り
皮

わ
《
ン
『
ル
″
瓜
、
ｌ
ノ
、

b

青
紫

】

足 鏥
足

亜
荏
杁

通
人

壮
圏

b

b

患
唾
』
１
ユ
ハ
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賎
３
や
も
舅
の
考
郵
努
怠
さ
葱

露
営
ｊ
獄
々
り
く
旗
心
阿
ら
孜
唾
〃
人

寺
も
秋

①

寂
軍
亀
を
曾
侭
亮
閃
匙
冤
荷
今

い
く
鼠
？
謀
ｉ
れ
脇
と
油
１
挺
慨

減
る
職
の
臭
と
ｒ
ｆ
３
あ
ゞ
１
２
芭
熟
一

寸
２
の
刀
沙
ろ
ず
琵
蕊
ま
雛
菊
て
ふ
足

Ｉ沖
の
灸
～
た
野
島
苅
狗
烏
笈

I■■■■－ ‐

一

》

↑
》
憲
一
・
ず
此
せ
ん
吹
捻
刀
賊
な
く
小
や
と
足

諺
亨
蓬
の
貢
減
鎚
を
塚
咋
者
藁

冬
閏
亀ｒ

少
肴
為
臥
泳
と
糸
足
塞
可
小

荷
り
ｔ

弓
？
う
Ｉ
え
や
莞
恥
遜
ふ
虹
こ
の
易
吋
撫
風

時
士
の
零
ｔ
ｊ
お
も
冬
捲
遠
連

叶
車
の
季
§
～
く
と
ｆ
６
雪
擢
て
器
信

抵
彌
稜
乱
う
う
妬
Ｏ
よ
上
″
童
夜

象
へ
↑
の
土
戸
細
毛
旦
姦
の
風
自
美

３
１
４
企
の
Ｆ
１
捉
彦
典
の
縁
を
姉
足

暮
穆
４
両
シ
ー
ら
と
打
感
睡
蓮
哩
糞
言

象
？
ｏ
か
つ
け
Ｉ
ｊ
小
人
と
弓
Ｌ
倍

太
め
岬
職
く
て
扱
側
Ｊ
ぬ
じ
鷺
″
風

を
吟
人
維
耐
一
Ｉ
図
４
７
り
艦
く
足

戸

’

ｑ

千
ｔ
秋

‐
寂
嘩
鬼
且
泓
息
１
足

趨
へ

鰭
詐
の
み
冷
鯨
を
股
ム
ろ
員
煩
て

、

癖
Ｎ
食
い
人
４
班
に
鵬
Ｚ
溢
仇
値

や
垂
咳
茂
や
暑
↓
俵
雌
卜
ｔ
旱
人
甘

雷
痢
§
ｔ
か
甘
攻
を
Ａ
Ｉ
の
れ

￥ 人芭知
養足

、
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1

色
句
妃
と
州
機
誕
の
僧
冴
こ
ろ
も
ゑ
て
漣
一一

あ
て
に
仙
宇
ら
題
４
７
み
あ
げ
辰

ね
河
吋
（
柵
何
Ｊ
溜
ら
』
れ
い
当
意

は
ざ
員
及
う
吋
蓉
偉
滞
の
跨
朴
馴
捷

員
ば
く
さ
Ｊ
３
脚
厳
７
６
偽
く
辰

弘
愈
副
や
Ｉ
窃
参
竜
の
士
，
令
咲
信

匂
、
Ｉ
ｔ
秘
尺
払
大
弓
参
や
う
て
鐘

母
の
い
の
Ｌ
ノ
と
＊
ｖ
人
’
八
叩
鼻
展

羊
冠
詞
ｔ
の
篭
の
み
さ
ら
ら
Ｉ
笑

礼
Ⅷ
山
の
ゾ
淀
械
ｆ
１
さ
ず
貫
及
＆
く
足

日
ハ
・
氷
，
～
両
の
ゞ
向
～
九
場
最
深
卜
信

一
‐
ｊ
の
農
吟
歩
晶
１
，
く
れ
の
／
、
言

峰
‐
乞
十
鳳
勿
ゑ
ち
豚
イ
リ
圦
勾
１

９
－
■

苧
～
霞
壌
て
放
賓
全
迄
笑

波
て
る
蕊
の
。
聡
Ｉ
、
了
見
⑲
蕊

牛
率
這
孤
患
弦
１
入
尚
冷
徹
藍
そ
桧

撚
け
‐
‐
窪
の
堵
１
ｔ
ろ
凸
〃
辰

荻
や
み
、
Ｉ
｜
』
長
，
乎
河
ぅ
豫
術
条
足

久
胃
ノ
し
星
壬
ろ
ケ
ノ
そ
も
の
つ
ゆ
風

ｆ
鳳
八
と
７
菫
姦
塁
て
つ
を
４
窪
か
厳
漁
格

。
砿
そ
う
↓
６
の
子
ゑ
う
か
、
う
る
展

柔
、
７
～
よ
き
〆
ｒ
塾
ろ
細
冷
す
乞
獲

＆
の
罰
吟
～
畝
を
肱
？
ひ
脅
累
つ
と
信

葱
ゑ
彦
為
弧
を
さ
っ
；
（
つ
れ
風

う
こ
と
急
を
泡
ひ
ろ
ミ
ー
肱
粁
青
焚

う
く
の
，
ｉ
ふ
の
桶
の
峰
Ｔ
左
足

蓑
琶
＆
豹
尻
獄
萱
の
識
。
皇
壹美

L
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一
Ｊ
の
免
玲
を
齢
八
吋
吾
で
、

日
八
、
永
く
雨
の

釧
卯
山
の
潔
促

弘
底
別
や
’
ん
参
亀
の
士
，
令
咲

匂
、
～
ｔ
秘
尺
払
た
る
秦
年
う
て

舟
の
い
の
世
乏
な
叩
ム
ー
ム
ー
尭

羊
咽
ｔ
の
唾
の
み
さ
ら
ら
！

貝
叶
い
～
些
少
３

吟
く
良
号
向
ざ
偉
滞
の
便
諦
釧
猿

池
刑
吋
代
か
何
１
２

あ
て
に
枢
さ
ら

色
白咋

乞

Ｉ

に
去
州
似
玖
の

十
鳳
勿
２
ち
あ

導
き
量

髭
も
く
み

、
乞
ｒ
，
左
心
覧
ふ

淵
撒
，
吟
偽
く

碑
呵
の
こ
ろ
も
診
墨
て

、
ゑ
て

の
イ
ノ
れ
い
＆

ィ
４
触
匂
Ｉ

乳
ご
く

龍

め
げ
辰

零
"

信
-拳
－
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「

う
入
れ
子
急
や
４
７
ぐ
暘
渉
天
の
一

'

拭
小
や
ノ
ｔ
の
１
入
，
仏
渉
寸
混
抑

の
淌
里
１
７
今
Ｌ

私
呼
値
や
次
人
卜
肌
１
邨
け
す
蝋
；
ん
倣

抽
Ｉ
恒
ら
う
ち
１
八
越
一
式
ｔ
卯
１

Ｆ

承
良
偽
の
１
１
又
竺
敗
り
～

岬
１
入
、
員
訣
の
－
４
Ｊ
“
，
、
，
ｌ
認
紗
肥

貫
…
た
吹
柵
の
守
ｊ
～
・
琴
今
翻

景
嶋
ｆ
裳
Ｚ
の
、
汽
馴
ハ
七
ｉ
蒋

剥
廿
毒

耗
賦
潟
小
は
Ｉ
ら
瞳
や
社
団
狂

乃
侭
の
汽
謙
Ｘ
秘
さ
砿
棡

’
零
次
１
場
ぞ
高
下
ｌ
ゑ
は
～
ヘ

撤
唖
湾
の
昨
Ｊ
通
７
４

一

一一

才

一

一一
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「
’

壮
呼
値
や
次
人
卜
仏
ｉ
炉
け
す
蝋
；
ん
倣

壮
ｌ
恒
ら
～
ら
１
八
秒
一
式
ｔ
邪
Ｉ

Ｆ

ま
良
擬
の
Ｉ
ｌ
Ｚ
竺
烈
５
～

咋
入
員
よ
の
－
１
Ｊ
》
，
，
ｌ
遮
娩

貢
ｉ
左
吹
柵
の
守
ｊ
～
、
習
今
匂

景
總
芽
耆
塒

耗
賦
名
小
拭
ｌ
ら
瞳
や
社
団
れ

う
人
帆
子
之
、
や
４
７
ぐ
場
渉
欠
の
一
｜
一
寸

乃
侭
の
浅
葱
Ｘ
把
る
肱
咽

実
六
１
場
ぞ
為
Ｉ
ゑ
ぃ
ぺ

徽
唖
湾
の
昨
Ｊ
迄
７
４

拭
十
や
ｊ
〃
ｔ
の
Ｔ
く
れ
，
い
き
可
握
挑

香
八
句
、
１
ｋ
や
ろ
碁
の
お
え
‐

動
英
主
て
才
さ
た
刷
り
雄
山
ｊ
現

ゐ
こ
ぐ
そ
の
会
Ｉ
ら
吹
約
・
晶

山
今
小
可
成
之
７
小
Ｊ
ら
ｒ
《
て
山
舜
符
一
う
り
４
ノ

え
日
詠
；
錫
Ｔ
Ｉ
責

一
可
１
Ｊ
も
奴
７
１
令
１
脚
是
の
詮

我
侭
式
仏
丁
吟
ふ
う
ｆ
ｉ
ｆ
も
争
う

言
行
か
久
我
？
邑
槙
を
属
學
罫

偽
ろ
竃
や
猫
の
蕊
Ａ
Ｖ
罫
慰
み

と
晃
尋
虫
寺
え
流
睦
沁

い
ず
ワ
ノ
ハ
Ｆ
ｆ
シ
今
ｑ
言

泓
姦
ｌ
Ｚ
ｚ
Ｉ
痘
辱
域
了
沸
Ⅱ

ね
万
」
１
７
今
Ｌ

ふ
た
ｆ
、
ｂ
も
の
あ
う
”
よ
ゐ
ｒ
’
た
あ
め
迄

凡
麦
喜
皇
勺

函

究
凸

可

。
,」
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一
条

↑
舞己

二
季

露
■
］

Ｂ

●

戸

ト
ー
ｌ
湿
り
施
穐
～
で
’
１
１
ｔ
為
堂

去
欺
ヲ
疋
念
１
，
Ｊ
や
～
を
公
２
ｃ
万
現

鑑
啄
桑
些
律
↑
ｒ
４
，
Ａ
ノ
と
ｊ
へ
１
試
毛
‐
Ｊ
と
縁
う
ｒ
〈
注
恥
血
訟
９

１
１
欺

是
ハ
う
り
出
溢
何
賦
の
荊
み
』
け

皇
ワ
ー
く
ハ
え
り
～
蕊
習
況
攻
ず

華
乞
秘
伝
水

３
全
雨
の
水
千
八
つ
く
人
Ｉ
つ
く
誹

簡
何
侭

亦
‐
入
ノ
く
ｊ
》
山
噴
寸
う
う
ら
脇
の
奇

索
；
う
Ｉ
農
、
式
う
り
叩
沖
の
激

高
琴

父
母
仇
三
さ
、
唯
ゑ
１
１
鍔
戎
響
ノ

丹
脆
斗
岬

＃

急
イ
川
家
参
や
７
５
と
ら
や
ふ
１
４
い
八

永
恢

◆
》
裏
の
典
や
胤
叫
尺
呼
１
壷
の
崎

怠
典
圃

欧
姫
奴
つ
れ
１
』
汕
７
人
や
八
芥

星
蕊
と
く
僧
も
ｔ
え
り
う
炎
の
弱
五
塊

称
峠

甲

奇
っ
芙
丸
ｔ
え
？
淵
塞
偽
を

り
ふ
底
孔
か
今
童
制
Ｔ
ｌ
、
凪

蕊
伸
魯
住
同
種
え

冤
哩
の
衿
や
Ｌ
ふ
１
人
ｌ
Ｌ
１
つ
１
１
に
〃

？
ｒ
こ
ぢ
；
て
葵
と
弓
ｊ
お
函

寸
土
ろ
叡
執
と
ら
１
墨
悩
ふ
Ｉ
永
。

h
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一
房
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▼ご-γ

父
母
仇
三
良
；
胞
皇
Ｉ
静
鳶
声

サ 一
名
樫
脇
水

す
べ
雨
の
木
下
礼
つ
く
人
Ｉ
つ
く
誹

茜
吋
偽

左
‐
り
く
ｊ
》
山
填
も
う
ら
伽
の
奇

称

Ｄ
ｉ
ｊ
ｊ
、

星
蕊
予
仁
く
僧
Ｊ
０
と
く
え
＃
ノ
淀
の
弱
璽
兇

ハ
う
り
▲

高

愛望↑ ｍ
え
り
～
郡
警
刀
放
抄

時
屑
脚
隣
の
衲
珍
ｊ
け

よ
る
月
例
』

４
や
た
う
人
瞭
‐
ず

沖
の
沢
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『

五
指
川
南
入
か
ら
爪
雄
１
の
も
も
禽
遡
桶

毅
雪
川

ｄ
の
う
奇
～
血
八
備
皇
亨
久
去
永

長
艮
川
泌
貝
虐
凌
水
灌

い
ゐ
さ
人
ノ
同
に
ｌ
仰
６
１
淵
叩
絢
勢
”
Ｙ

幾
灼
Ｚ
１
出
て

次
１
１
う
～
て
や
名
域
鯏
黍
榊

秘
他
の
つ
～
小
峻
冊
と
瓜
罪
＆
て
ら
ゑ
、

土
戸
，
み
～
違
沖
も
屯
ら
人
～
＆
舟

何
飛
韮
↑
の
２
０
と
て
ふ
も
秘
寸
乙
勵
解
〃

ゑ
｜
艮

鮭
詐
の
Ｒ
ふ
う
ｆ
札
以
添
き
ず

喚
巌
‐

恥
ｉ
匂
い
ｐ
Ｌ
ヅ
ヘ
ー
Ｌ
ろ
ふ
る
禽
星
承
・
っ
へ

ｋ
ｌ
卜
群
叶
か
て
寺
知
多
み
ぇ
幸
笥
Ｊ
族
う
へ
夏
調
沁

柵
＃
零
や
糸
必
２
毎
～
３
是
必
筑
耐

鍋
泳
ｌ
土
哨
ら
，
ご
〃
よ
炊
７
随
濯

慨
鬼
独
伯

梢
戊
津
や
Ｉ
ふ
さ
蚤
芒
息
耀

畑
も

鵬
ゆ
３
４
“
抵
謡
の
み
父
哺
延
に
か
く
や
貼
ら
○

く
ず
入
ら
々
ハ
ャ
ヘ
う
§
ノ
リ
う
》
ど
や
〃
て

を
乳
畢
１
１
１
ア
ワ
久

ふ
う
』
人
の
小
抽
も
い
ｒ
や
土
用
か
、

公
昨
泌
恥
去
叩

疎
暁
よ
い
７
７
さ
，
６
か
〃
典
了
１

９

五
土

１
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五
柄
パ
雨
入
ザ
ゥ
ハ
ぬ
Ｉ
の
や
ｙ
慰
穐

『

リ
梢
戊
津
や
γ
も
う
邸
と
菱
七
塁
浄

叩
も

Ｉ

鍋
鉢
Ｉ
生
哨
人
４
４
１
け
よ
炊
７
随
危

俄
鬼
孜
伯

毅
の
則

城
心
の
つ
～
小
附
沌
と
吋
鞭
＆
て
牛
込
、

土
Ｐ
，
ふ
く
批
紬
も
咽
ら
人
～
＆
舟

何
Ｊ
〃
‐
の
２
と
て
ふ
！
〃
柧
寸
皇
勘
玲

み
の
う
奇
ｋ
血
州
湛
野
暴
く
女
坐
乗

長
一
艮
川
省
倉
鼠
穴
永
灌

い
ゐ
さ
人
ノ
風
に
１
岬
ｆ
糾
叩
鯏
河
Ｙ

幾
殉
Ｚ
１
歩
て

れ
＄
１
う
う
て
や
そ
超
訓
桃
無
柳

く
ず
入
ら
動
八
十
へ
～
Ａ
ノ
処
’
》
ど
令
〃
て

会
１
尺
↑
～
Ｉ
つ
り
は

み
丸
く
人
の
小
抽
も
軍
へ
や
土
用
か
、

疎
唆
ｋ
仇
７
７
今
６
小
Ｉ
壱
１

ｈ
乢
斗
識
均
９
．
、
鮒
４
ノ
レ
バ
ｌ
ｒ
ｊ
４
凸
膨
Ｉ

1

玉
土

』
Ｌ

1

■■－－
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券
私
湫
く
む
ｊ
定
ら
嚥
奴
峰
州
苫

聴

一
一
一
踏
童
く
つ
八
ｒ
ｉ
１
て
ぬ
旬
う
を
⑦
と
琳
瓶
富
』

血
了
妃

島
四
入
ご
か
反
ｊ
Ｕ
ｊ
』
ろ
、

一

一
‐
の
ｚ
①

エ
同
母
皇
肢
〆
ｒ
侭
７
Ｊ
し
圦
從
の
４
’
風
が
莚

一
一

一
閤鋤‐、
イ
呼
脅
人
ス
．
弧
Ｈ
達
さ
》
４
Ｊ

も
■
や

永
さ
よ
〃
人
祠
丸
わ
の
奔
煕
く

日

Ｌ

Ｌ
可

ー

＝

七
祠
青
竹
叢
翁
農
測
散
遥
、

粟
揖
Ｘ
ご
因
Ｉ
竜
言
い
久
州
の
庭

菰
の
牛
哩
う
り
２
℃
ろ
喬
諭
長
紅

栽
の
雨
寺
測
堆
熟
考
季
魚
尚
允
街
や

カ
バ
み
：
蝋
祇
誕
う
ら
山
あ
血
一
柞

孤
琴
。
Ｉ
と
人
の
γ
ハ
“
３
さ
ょ
弦
人

予
泉
姑
！
～
て
底
狼
隻
入
聰
う
湘
及

太
の
マ
魚
ち
台
職
の
ｆ
Ｔ
坤
塗
対
↑
詞
謹

螺
持
、
う
ぬ
ろ
姥
の
宏
も
の
猿

迄
ゑ
て
慨
の
雨
声
食
眠
り
ｈ
可
搾

り
ｈ
乱
れ
人
や
参
多
ｌ
ら
へ
今

え
ノ
使
い
ｔ
皇
よ
ｌ
熔
尻
公
’
九
粁

充
て
：
ｔ
か
よ
み
や
蓼
参
り
人

履
蕊
の
ｖ
ｊ
尻
み
る
攻
匁
刀
及

よ
馬
壷
ｌ
４
Ｌ
３
ｔ
を
産
？
～
及

皇
ま
き
罰
ｒ
通
？
～
け
侭
１
泉
３
弾

初
診
亀
加
～
う
け
壷
了
拠
り
と
八
井

昏
ヤ
ブ
し
勇
笥
。
こ
ろ
今
シ
〃
批
撤
人

人
一
代
の
ゑ
痴
亨
入
☆
技
鎮

汽
１
１
賞
ら
そ
の
限
も
測
酔
‐
謬
趣

、
：
ね
ふ
く
カ
ー
狂
迦
撤
ｉ
幌
良
人

綾
１
眼
農
号
’
て
ｆ
ｌ
さ
匙
ろ
及 竿

一

一'令虚工
号誹歳揮

ヒョ

ｰ
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,､宗頃も毒琴烏
～

ロhワロ型

閂

ユ”
胸
Ⅷ
刈
り
形
奄

葵

〃

旋
賀
″
狐
も
亀
つ
り
屋
ｊ
嵩
・
叩
妙
鑓

曠
野

琢
畢
程
七
ｚ
奔
剰

や
唖
河
函
疑
も
、
芯
皇
フ

洞
う
ｅ

十
禽
次
も
で
当
兵
科
”
窪
詠

む

夜
と
心
寸
晶
剰
倦
方
打
発
か
ず

嬢
澁
坐

愉
や
娘
い
う
７
腫
禍
何
の
亥
》

吟
ｊ
Ｉ
ｌ
肌
や
と
攻
ば
河
Ｚ
乍
飛
し

彙
針
の
祠
ご
了
寄
ｚ
Ａ
１
街
，

稜
や
入
や
甑
１
む
茗
弓
～

苓
快
竿
扱
旨
、
ｔ
菅
入
貢
藍

千
戸
を
ふ
く
あ
る
雪
の
翼
の
亭

１

浬
受
の
鱒
、
ｘ
と
斌
鼬
悔
獣
げ
う

媒
せ
ぬ
ひ
も
呉
眉
ｖ
て
ゐ
ろ

患
ぬ
い
毫
副
そ
ｉ
奴
名
減
糎
雷

蹄
と
く
や
覇
暑
弓
な
の
ゑ
り
ｊ
ｘ

随
や
修
』
奴
攻
を
漁
ｔ
ｉ
を
ぅ
種
ふ
て

拓
禰
名
捌
』
ぬ
Ｉ
袋
ｔ
や
ら

ｑ

疑
及
Ｉ
勺
砠
の
皇
ふ
ぉ
も
幻

差
も
う
告
を
賃
烏
鷺
量
れ

報
斗
小
恥
穿
り
菫
頁
態
承

２
進
ｒ
山
八
つ
も
ら
う
つ
少
て
、
氷
砂
糾
燃

、

Ｅ
、
、
脇
ら
Ｉ
血
の
南
？
鴫
ん
と
協
八
ザ
マ

乃

了
ら
屋
４
ノ
い
電
く
こ
ふ
鼻
抽
う
ぐ
く
ひ
く

■

匡

匡 ●

I

■

P

、

墨
と
し

弓↓4及薄裳考
し

血弾撞
月

■－

一一一~~一一一所一 一
P

＝

＝
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随
の
力
Ⅳ
芭
隻

祷
蜘
患
い
か
〃
７
人
畦

メ
テ

●

な
舟
乱
拳
宏
、

愈
靜
ｔ
う
縄
涜
翼
涛
尺

－－

－ 一
一一

0． 一弾受 一一 一一ロ■■

一

腫
琶
ｔ
か
れ
た
る
敬
の
〃
必
３
人

瓢
警
手
の
大
ざ
土
涯
噂
１
４
、

風
、
人
撹
逵
て
油
ろ
、
末
↓
人
獲

か
次
？
と
も
長
考
ぬ
う
れ
ゑ
剰
紺
、

一
色
の
含
夕
乙
と
７
１
乞
鳳
ム
ろ
同
－
緋
八
人

い
う
乞
う
！
↓
些
脈
對
逢
の
分
旋
皇
当
て
雀

豚
ｉ
Ｊ
世
惟
や
１
書
の
準
７
１
人

欧
唾
ふ
だ
さ
宏
雑
番
付
り
娠
椒
袖
へ
養

夏
蕊
１
２
う
せ
り
む
の
澗
什
／
心
の
人

目
顔
ノ
Ｌ
證
暇
ｌ
職
ｙ
ｉ
少
，
や
灸
獲

仇
砂
呂
誰
腸
人
も
ブ
リ
～
庇
？
↑
Ｌ
人

シ
守
も
つ
ｊ
睡
霞
の
肱
彪
ｉ
ｆ
ら
ぎ
胆
掻

、
も
の
い
を
く
さ
托
冬
磯
や
り
う
人

わ
ｆ
Ｌ
ゑ
ば
農
の
高
狼
苫
七
弐
‐
も
急

誉
稚
昌
久
假
ら
こ
ろ
の
れ
ぬ
先
人

砿
全
戸
の
お
う
ら
何
ろ
蔀
を
制
茨
ゞ

Ｚ
せ
溢
艇
１
Ｊ
§
渉
亙
の
挽
馴
刈
換

彦
永
矛
，
、
て
販
伽
則
？
ひ
十
す
瀧
人

お
れ
‐
と
い
一
応
別
紳
ｌ
よ
の
功
夙
差

人
望
ら
ｊ
祀
玲
１
ご
倣
拘
愉
狗
“
＃
人

和
鎌
削
咳
耐
る
堂
の
う
さ
隔
逵

何
ｊ
Ｉ
き
た
鼠
の
筋
↑
麦
守
陀
人

恒
穐
の
今
、
吟
令
婁
烏
れ
て
蔭

あ
や
小
１
腕
遊
人
峰
３
台
う
め
人

泥
め
ゞ
だ
、
液
う
，
桐
暁
渉
を
隻

病
胃
仏
い
う
と
の
寿
宇
定
焔
寸
成
人

吟-ー
一
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■

鹿
皇

｜

や
蝕
則
も
れ
と
の
…
く
山
の
造
よ
・
刈
解
瀞

語
＃
く
た
く
地
の
う
向
ノ
パ
蟻
ｌ
多
て
偲
々

常
食
的
ｌ
１
ｊ
ｎ
彦
田
１
２
／
と
瓜
迄
人

‐
銑
碕
令
４
輪
⑬
ろ
く
弓
小
ノ
グ
直
る
鑓
建
吋
出
叡
↓
さ

”
篭
か
２
え
て
あ
う
Ｐ
於
藏
《
瞳
“
蓮

や
１
当
止
ぬ
愛
の
↑
ｒ
脇
ヶ
そ
輪
邸
別
．
翠

邑
ｌ
妙
ｌ
た
る
曲
畳
午
の
農
手
動

栽
肌
や
ふ
郷
や
幻
〃
協
皇
Ｔ
～
人

柊
の
庭
の
咳
き
や
Ｉ
先
々
維

伽
リ
ァ
Ｌ
よ
け
い
側
と
て
一
梱
隣
ｆ
ｖ
１
豹

昨
１
趣
っ
４
６
寵
竪
の
嫁
符

乞
硯
人
の
灰
由
１
に
淀
の
龍
璃
〃
て
尋
一

耐
入
〕
Ｉ
鼻
Ｊ
Ｉ
ｊ
へ
‘
ノ
侭
ぎ
う
を
凡
養

§
ぬ
ど
も
子
デ
ー
韓
罰
式
應
武
養

靭
仏
の
田
俄
瓜
う
ｌ
う
せ
凪
凶
塞
弔
孤
忽
別
て
人

蕾
息
１
』
し
茸
７
コ
各
今
岡
琵
青
蓮

誓
ら
Ｉ
く
尾
胤
蜘
主
象
私
人

丸
乎
急
了
〉
～
、
。
；
の
揃
い
か
い
食
欠
蕊

胤
狂
の
こ
ろ
捧
曜
墓
寅
ｔ
鉛
～
も
雲
？
”
伸
也
人

田
ふ
Ｉ
を
冷
又
て
眼
長
と
腫
隼

荘
暦
“誉

革
営
守
；

か
雲
獄
滝
蝿
さ
ん
、
滝
童
魚
趨
人

影
ヌ
罰
１
駄
塗
職
の
叺
ょ
入
舎
翠

武
鼠
と
産
獄
？
《
轍
‐
撒
為
急
毛
巽
穀

予
ｊ
例
ノ
悸
川
、
う
か
の
イ
ロ
恥
み
つ
ひ
Ａ
反
古

毛
や
ク
ラ
士
だ
よ
函
‐
６
つ
ほ
１
７
，
２
屍
収
喜
鋤

詠
い
》
「
４

〃
勺
ィ
ｊ
鐙
●
が
１

q

毛

０
丁
＋
Ⅱ
己
、
“
」
ロ
「

」
』

■

■■
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一
凋
蚤
呵
健
玖
駐
乱
脇
息
－
を
菫
畢

－一

一
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磁
磯
の
価
瞳
ハ
や
が
聯
上
３
人
１
臓
人

”
欠
ｌ
ハ
ｉ
感
‐
罐
ｒ
疋
蕉

γ
量
と
た
え
の
入
湛
ふ
ず
皇
境
立

た
ハ
ぅ
↓
抵
の
為
…
ダ
ニ
１
入
菊

鄙
懐
紙

左
拘
室
‐

と
や
く
受
け
九
Ｒ
ｔ
血
釧
震
旬
也
准
《

Ｐ
ｒ
ろ
う
死
火
吋
、
蔦
母
の
禽
左
拝

イ
０
勺
＄

か
つ
畠
者
含
斗
Ｈ
ｒ
ノ
つ
Ｉ
ｊ
獄
紗
マ
奥
て
路
通

や
４
４
Ｊ
ｊ
恥
ノ
Ｌ
１
と
出
ｏ
２
と
幼
む
ぅ
守
豫
罰

』
胸
券
公
漉
削
漉
吟
・
械
脇
た
う
ヲ
う
蝋
だ

、
、
、

ｊ
計
よ
う
１
４
＄
久
と
れ
心
を
挙
行

鬘
嬰
族
が
”
ｖ
Ｉ
鰍
リ
孤
移
く
ち
な
う
荊
回

鼻
減
向
１
］
て
入
監
咽
猿
～
ぬ
此
筋

塞諭
り､憂八， ｰ、

風依一九

↑
皇
よ
詮
ろ
そ
い
ｆ
ひ
ふ
て
り
う
苔
翠

や
つ
》
う
り
と
お
て
鷺
昂
Ｉ
斑
雷
艮
詐
友
畢

ｆ
入
島
毫
滋
う
占
罰
牢
た
く
血
３
夕
萄

鮮
烈
田
４
、
皇
仏
↑
と
鬼
兵
～
丸
依
を

僻
じ
う
マ
７
醐
喉
の
姥
震
ｊ
１
舵
粁

混
費
毛
の
犬
払
恥
と
…
？
臭
』
苫
人

ｂ

宇
凡
い
、
５
１
ふ
鍛
門
鯛
６
‐
漁
（
風

１

Ｊ

屋
一
を
同
，
０
釦
人
を
刺
そ
う
壬
奉

面
意
軍
１
２
３
舵
託
蔵
災
を
ろ
ｌ
や
為
風

●

雁
、
当
～
茂
る
葹
彗
丁
瓜
を
鵡
華
へ

薯
羊
潰

L
L

畦

ｰ－
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ー

公
人
ら
の
孟
嫉
や
命
署
毒

い
つ
、
蕊
訓
瀦
を
且
寸
ろ
く

き
う
ム
ー
ノ
て
Ｋ
＄
し
島
５
挺
そ
の
う
れ
勘

書
物
急
〆
唆
霞
～
り
ぃ

玖

鞄
黒
Ｉ
肌
州
碆
ら
虫
ｌ
今
ｔ

歯
奔
？
良
か
Ｊ
の
汽
早
Ｄ
伐
埋
と

洵
考
く
帆
岬
乃
４
う
て
段
ろ
｛
く

あ
久
災
；
；
た
の
か
列

牽
畢
阿
塚
訪
泌
の
ｙ
と
う
ぐ
ぐ
吟
嶋
４
Ｋ
，
八
い
咽
い
」
で
、

材
姓
同
芋
も
夫
よ
進
防
ｌ

錨
ず
↓
叶
呼
の
た
の
秀
１
奇
』

‐
Ｉ
Ｏ
ロ
マ

ニ
バ
ー
ふ
む
睡
貞
ふ
う
八
Ｊ
、
ぅ
八
Ｊ

寺

通

紅
吸
に
噸
へ
て

棒
き
ぢ
ゲ
ら
ふ

一

一

故
私
吹
噌
人

一
ゞ
、

ら
い
む
す
急

つ
き
堂
Ｊ
と
Ｔ
全

一
『
二
｜
『
‐
‐
、
口
●
．
Ｐ
“
Ｐ

何
襲
イ
ー

盆
賦
批
・
詰
入
て
ぽ
錦

退
．
４
ｔ
崖
ふ
き
そ
ふ
鋤
器
富

丸
腰
凱
才
淀

令
く
４
１
Ｌ
ｆ
１
り

ｔ
り
～
沢
ｌ
ろ
う
ｔ
§

丹
等

可

笈
の
臘
撞
会
あ
の
草
ま
ち
－
１

〃

お
山
戎
よ
の
と
ろ
催
き
う
為

４
１
写
つ
ん
や
Ｆ
１
う
ｌ
ｊ
勺
埜
、

六
Ⅳ
，
菰
１
日
具
足
と
や
り
城
塞
座
訓
て
荏

兼
ｔ
，
て
れ
』
０
１
歩
一
獄
筆
”
議
邑

楊
弓
／
の
号
す
る
、
と
び
？
ｊ
搾

皇
帽
子
や
吟
ぬ
耀
皇
悸
忙

欠
く
と
ｌ
ｒ
ｌ
の
童
そ
の
大
重
旦

壕
の
た
Ｚ
や
～
も
八
弐
門
ふ
ろ

美
Ｉ
く
負
１
れ
っ
く
お
う
息
人

危
到
塾
べ
き
毛
勾
の
き
ゐ
ｊ
ｆ

』
曇
野
這

」

１ _d
■一

嶺 折 圏香良餓 杢儀願通人覺禰
ロ劃’行良 ､

■

3
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》
》

傍
甦
三
夕

一
一
一
“
令

穀
の
防
ぐ
や
２
１
逼
童
篭
提
議

》
『
心
．

●

＝

楚
燧
集

諺
風

雪
や
５
３
重
心
小
ふ
ろ
斑
中
ｒ
ｔ

『

０

、
狩
倉
ｌ
付
す
。
礎
は
～
Ｊ
１
ｊ
水

ヱ
奇
平
煮
拭
い
う
２
ｔ
み
く
言
加
囑
則
慈

雄
」
？
ｊ
ゐ
３
あ
た
る
白
粥
《
水

浦
き
、
辰
微
島
心
ｌ
琢
争
算
委
Ａ
雑
墾

字
派
の
荒
竺
獄
△
も
る
仇
年
水

と
こ
ぶ
池
ま
く
ｊ
雌
幟
Ｙ
″
蓋
く
泌
風

筏
ム
れ
Ｉ
蚤
Ｉ
桐
の
み
必
げ
き
水

他
ら
聖
て
柑
孤
萩
う
、
寺
の
燗
風

Ｉ
け
て
か
ｌ
肌
小
確
さ
抱
掻
氷

施
灸
の
汚
偽
ゑ
き
浄
小
亨
然
て
風

伊
賀
路
の
と
ゞ
久
山
の
裏
：
水

主
冒
阜
せ
も
や
１
怠
鼠
胃
侭
陰
還
″

行
准
誉
食
い
ミ
ー
入
会
笈
人

昨
今
樋
や
胸
の
青
ノ
食
豊
外

で
一
う
１
フ
雄
島
曾
え
ほ
シ
う
今
宇
虻

み
み
と
、
少
里
心
い
つ
ｔ
や
４
く
ぐ
い
４
Ｋ
Ｊ
う
て
い
人
恢
頚
ね

水
雷
の
悠

塗
謹

笠
雄
一
？
／
い
と
つ
ふ
お
ｊ
津
塾
と
ず

づ
入
ｊ
ｊ
け
応
ふ
り
小
野
ぞ
患
郊
の
抗
樹
氷

Ｉ代
悔
の
Ｔ
ｌ
必
に
み
く
の
府
蒐
ｚ
養

尾
乢
樫
桶
・
鵜
差
ね
武
誕
ぅ
、

酢
の
鞘
職
渡
逵
ハ
欣
肛
狐
し
測
氷

々
人
ｔ
地
人
て
ら
’
ｊ
吹
相
強
、

十
こ
さ
一

し

一■

主

L

言

b

一
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→

浦
曳
竺
、
底
鍬
島
や
も
具
珍
３
糸
間
獄
懲
姦

中
流
の
抗
生
献
皇
り
ろ
凧
斗
水

と
こ
↓
炉
兆
弐
《
＃
７
１
に
僻
帆
Ｙ
間
似
角
く
池
乱

伐
ム
い
て
茎
Ｉ
ｊ
梱
の
み
珍
け
さ
水

仙
ゆ
り
３
と
て
村
祇
ｆ
ろ
く
寺
の
個
風

７
』
け
て
み
‐
ｔ
雌
小
除
背
萢
掻
水

加
え
の
汚
壌
ゑ
き
瀞
ハ
重
電
風

伊
賀
路
の
‐
く
み
欠
出
の
裏
；
ろ
水

健
姥
集

杉
風

雪
や
５
３
重
心
小
ふ
ろ
斑
Ｔ
ｒ
ｔ

零
奇
坐
満
拭
い
う
で
ｔ
上
了
乃
次
囑
瑚
猿

会
』
？
１
Ｊ
抱
創
あ
た
る
自
粥
》
水

１ 痘
貢
１
句
や
；
庭
域
、
＃
～
水

”

戸
一－－－－
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え
鳳
小
田
舟
の
Ｎ
ァ
ｊ
ｔ
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